
10
月
16
日
、
議
会
建
設
環
境
委

員
会
は
、
岩
手
県
の
北
上
市
を
訪

問
、
公
共
交
通
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

北
上
市
は
人
口
９
万
余
、
１
市
．

２
町
村
の
合
併
で
、
新
幹
線
駅
や

高
速
イ
ン
タ
ー
も
あ
る
都
市
部
と
、

広
域
な
農
村
部
と
の
市
で
す
。

当
市
は
、
都
市
拠
点
２
か
所
と

地
域
拠
点
16
か
所
を
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
し
、
「
多
極
集
中
連

携
都
市
」
と
位
置
付
け
、
花
び
ら

に
た
と
え
、
「
あ
じ
さ
い
都
市
北

上
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
に
「
公
共
交

通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、

中
心
市
街
地
の
都
市
拠
点
と
地
域

拠
点
を
公
共
交
通
で
つ
な
ぎ
、
人
・

物
・
情
報
の
交
流
を
め
ざ
す
と
し

て
い
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

①
幹
線
交
通
は
岩
手
県
バ
ス
、
②

都
市
拠
点
と
地
域
拠
点
を
結
ぶ
路

線
は
、
岩
手
県
バ
ス
と
市
の
「
鬼

丸
号
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
バ
ス
が

一
日
５
便
を
基
準
に
運
行
、
③
周

辺
部
の
地
域
内
交
通
と
し
て
自
宅

か
ら
地
域
拠
点
（
乗
り
継
ぎ
場
所

ま
で
）
を
基
準
に
、
現
在
５
地
域

で
、
タ
ク
シ
ー
会
社
や
、
住
民
に

よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
乗
り
合
い
車

両
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
も
地
域
住
民
や
会
員
制

で
限
定
し
、
運
行
も
曜
日
限
定
で

一
日
２
、
３
便
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
制
度
発
足
か
ら
10
年
と
な
っ

て
い
る
地
区
も
あ
り
、
担
い
手
の

高
齢
化
、
後
継
者
が
課
題
と
の
こ

と
。
松
江
市
の
地
域
交
通
で
は
、

利
用
者
減
が
大
き
な
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会
視
察
で
、
10
月
２

日
、
岐
阜
市
を
訪
問
し
、
市
民
活

動
交
流
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
交
流

プ
ラ
ザ
・
ホ
ー
ル
、
図
書
館
な
ど

か
ら
な
る
複
合
施
設
で
あ
る
「
メ

デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」
を
視
察
し
ま

し
た
。

建
設
の
経
過
、
運
営
手
法
、
施

設
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
「
滞

在
型
図
書
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

す
る
市
立
図
書
館
で
あ
る
こ
と
、

10
年
間
に
わ
た
る
、
市
民
意
見
集

約
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
経

て
、
平
成
27
年
に
開
館
し
た
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

視
界
の
開
け
た
オ
ー
プ
ン
な
構

造
で
、
県
産
材
の
ヒ
ノ
キ
の
板
を

９
～
21
層
の
レ
イ
ヤ
ー
上
に
組
み

上
げ
た
屋
根
構
造
を
持
ち
、
地
下

水
（
長
良
川
の
伏
流
水
）
、
太
陽

光
・
熱
を
活
用
し
、
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
し
て
い
ま
し
た
。

説
明
後
の
施
設
見
学
で
、
図
書

館
で
あ
り
な
が
ら
、
開
放
的
な
ス

ペ
ー
ス
の
せ
い
か
、
利
用
者
が
交

流
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
も
他
の

利
用
者
の
迷
惑
に
な
り
に
く
い
構

造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
中
高
生
専
用
の
学

習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
若
い
世
代

の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
点
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

市
内
中
心
部
に
あ
っ
た
岐
阜
大

学
医
学
部
が
移
転
と
な
っ
て
生
じ

た
跡
地
を
、
市
民
合
意
を
図
り
な

が
ら
、
滞
在
型
図
書
館
と
市
民
が

集
う
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用

し
て
い
る
事
例
で
、
松
江
市
の
市

立
図
書
館
の
将
来
像
に
つ
い
て
の

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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尾
村
県
議
、
田
中
市
議
が
、
県
政
・
市
政
報
告

11
月
17
日
（
日
）
、
法
吉
地
域

の
、
市
政
を
語
る
会
が
行
わ
れ
、

尾
村
利
成
県
議
と
田
中
は
じ
め
市

議
が
国
政
・
県
政
・
市
政
に
つ
い

て
報
告
し
、
参
加
者
と
共
に
政
治

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
田
中
市
議
が
、
11
月
に

行
わ
れ
た
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ

い
て
、
及
び
、
９
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
、
保
育
料
無
償
化
で
減
る

市
の
財
政
負
担
分
を
保
育
の
充
実

と
の
要
求
と
、
国
保
料
引
き
下
げ

の
た
め
の
均
等
割
り
保
険
料
減
免

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
尾
村
県
議
が
県
政
に
つ

い
て
、
11
月
議
会
で
災
害
対
応
の

充
実
を
求
め
る
決
意
を
述
べ
、
ま

た
、
丸
山
知
事
の
公
約
を
守
ら
せ
、

県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
県
政
実
現

め
ざ
し
た
共
産
党
県
議
団
の
取
り

組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

国
政
を
揺
る
が
し
て
い
る
桜
を
見

る
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
徹
底
追

及
で
安
倍
内
閣
を
倒
そ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
・

交
流
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
原
発
災
害

の
避
難
訓
練
な
ど
し
な
く
て
よ
い

松
江
に
す
る
た
め
に
原
発
ゼ
ロ
の

実
現
を
、
松
江
の
国
保
会
計
に
18

億
円
も
基
金
が
あ
る
の
は
あ
ま
り

に
も
異
常
で
は
な
い
か
、
安
倍
首

相
の
政
治
の
私
物
化
は
許
せ
な
い

な
ど
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

会
場
に
は
署
名
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
高
す
ぎ
る

国
保
料
引
き
下
げ
を
求
め
る
署
名

な
ど
に
、
次
々
署
名
し
て
い
ま
し

た
。

法吉地域市政を語る会

金
沢
市
の
宿
泊
税

全
て
の
宿
泊
事
業
者
視
野
に

経
済
委
員
会

吉
儀
敬
子

私
が
所
属
す
る
経
済
委
員
会
は
、

10
月
23
日
に
富
山
市
の
「
耕
作
放

棄
地
対
策
と
担
い
手
総
合
支
援
事

業
」
、
24
日
は
、
富
山
県
滑
川
市

の
「
ホ
タ
ル
イ
カ
を
活
用
し
た
観

光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
」
、
25
日

は
、
金
沢
市
の
「
宿
泊
税
と
新
産

業
創
出
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

特
に
金
沢
市
の
宿
泊
税
は
、
全

て
の
宿
泊
事
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
・

説
明
会
を
実
施
。
昨
年
の
３
月
議

会
で
宿
泊
税
条
例
を
可
決
。
総
務

大
臣
の
同
意
後
、
６
月
に
条
例
と

規
則
を
公
布
。
す
べ
て
の
宿
泊
事

業
者
に
事
務
説
明
会
を
実
施
し
、

今
年
の
４
月
か
ら
宿
泊
税
の
課
税

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

税
額
は
、
１
人
１
泊
２
万
円
未

満
は
２
百
円
、
２
万
円
以
上
は
５

百
円
で
す
。
今
年
度
は
６
億
６
千

万
円
の
収
入
を
見
込
み
、
無
電
柱

化
の
加
速
や
景
観
の
保
全
、
伝
統

芸
能
の
支
援
等
に
支
出
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

課
税
に
当
た
り
、
京
都
市
は
、

修
学
旅
行
の
宿
泊
は
除
い
て
い
ま

す
が
、
金
沢
市
は
、
宿
泊
事
業
者

の
事
務
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、

修
学
旅
行
も
課
税
す
る
か
わ
り
に

工
芸
、
茶
道
・
香
道
、
芸
能
な
ど

金
沢
の
伝
統
文
化
の
体
験
費
用
を

１
人
５
０
０
円
助
成
す
る
と
い
う

制
度
を
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
開
業
で
、
入
り
込
客
は

１
千
万
人
に
も
及
ぶ
半
面
、
住
宅

地
の
傘
立
て
や
ポ
ス
ト
に
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
も
出
て

お
り
、
市
民
生
活
と
観
光
の
調
和

問
題
が
課
題
の
よ
う
で
す
。

宿泊税について説明する税務課担当者


